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「仲間とつくる地域のつながり」
東京版 活動強化方策 ス ー ン

ガロ

民児協活動の総括と引き継ぎに向けて
強化方策活動紹介  

〔杉並区西荻窪・宮前地区〕  〔足立区第 10 地区〕  〔三鷹市〕

都民連通信　「令和３年度  事業報告・決算」

キラリ☆この人／東社協コーナー　 

活動記録あれこれ／豆知識／編集後記

民生児童委員が感じた

東京の “ 季節 ”

いたばし花火大会
（板橋区）
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心躍る夏の風物詩といえば花火。ここ板橋区で行われる「いたばし花火大会」では、都内有
数の迫力ある打ち上げ花火・尺五寸玉を楽しむことができます。いたばし花火大会の歴史は、
昭和 25 年、東京都板橋区と埼玉県戸田町との間の境界変更を記念して開催された戸田橋花火
大会（戸田町主催、板橋区後援）から始まり、およそ 70 年に及びます。日本を代表する職人
が集い披露する数々の花火は、その一瞬の輝きで夜空を彩るだけでなく、夏の良き日の色あ
せぬ思い出として、永く人々の胸に残り続けることでしょう（令和４年度は開催中止）。

（写真提供：板橋区観光協会）
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特集
feature

民生委員・児童委員活動の特徴の一つに「継続性」
があります。１世紀以上にわたり委員から委員へ、
民児協へと紡ぎ続けてきた価値ある実践は、地域の
宝でもあります。
一斉改選を間近に控えたこの3カ月は、これまでの

活動を振り返り、次期の活動を展望する絶好の機会
です。今期一緒に活動した仲間と経験を分かち合い
ながら、新たな任期を迎えるための準備を進めていき
ましょう。

引き継ぎ準備
強化月間

【実施期間】
令和４年９月～11月

現任委員（全員）

一斉改選は、民生児童委員活動の一つの節目です。
全ての委員が自身の３年間の活動を振り返り、民児協活動の
棚卸し（現状把握、評価・点検）に取り組みましょう。

□ 世帯情報の整理
ケース記録や名簿などの個人情報は、世帯の支援に欠かせないものです。情報は更新して

こそ生きます。必要なときに活用できるよう整理しておきましょう。そして、支援が終了し
た時点で適切に廃棄することが必要です。任期ごとに保有する情報を見直し、不要な場合は
民児協や事務局に集めて処分するとよいでしょう。
□ 活動ルールの再確認や活動環境の点検
各民児協で取り決めている諸ルールは、各自の理解によって対応に違いが出る場合があり

ます。この機会に諸ルールを再確認したり、必要に応じて改定を行ったり、規程やマニュア
ルを作成しておくと活動に対する共通の理解が深まります。また、活動しにくい点があれば、
その改善を図るのも大事なことです。自分たちの活動環境を点検し、その整備のために調整
や働き掛けを行うことで活動しやくすなり、民児協としての組織力も一段と高まるでしょう。
□ 今期の活動の振り返りと次期の活動方針
各委員が培った経験は民児協の貴重な財産です。今期取り組んできた活動の成果や課題に

ついて話し合いましょう。そして、その内容を次期に反映させていくことが大切です。各委
員の理解と合意に基づいた次期の「活動方針」は、活動の方向性を示すとともに、委嘱候補
者や関係諸機関への活動内容の説明、信頼関係づくりにもつながっていきます。
民児協での振り返り・協議に当たっては、東京版活動強化方策を活用し、５つの柱を意識

した検討を行いましょう。

全員で
取り組む

個人情報（書類、資料）の取り扱いに関する方針
①  個人情報（書類、資料）の引き継ぎは、守秘義務

の観点からその扱いに十分留意するとともに、前
任委員がそのまま保有しないよう徹底する。

②  住民に関する個人情報 ( 書類・資料 ) は、内容を整
理・確認し、個人情報保管バッグに入れる等して
新任委員に引き継ぐ。

③  活動上不要になった個人情報（書類・資料）は、
不用意に廃棄することなく、民児協事務局と調整
の上、裁断等により速やかに処分する。

民児協活動の総括と
引き継ぎに向けて

本年12月は一斉改選を迎えます。
都民連では９月～11月を引き継ぎ準備強化月間と
位置付け、引き継ぎの徹底を呼び掛けています。
退任委員だけでなく、全委員が一体となって

改選に向けた準備を進めましょう。

住
民
へ
の
支
援
を

途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に

民
生
児
童
委
員
の
活
動
の
原

則
の
１
つ
に
「
継
続
性
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
の
抱

え
る
福
祉
課
題
の
解
決
は
時
間

を
か
け
て
行
う
こ
と
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
民
生
児
童
委
員
が

交
代
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

後
任
の
委
員
に
適
切
に
引
き
継

ぎ
、
常
に
継
続
し
て
対
応
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

一
斉
改
選
で
は
、
毎
回
約

２
千
名（
都
内
定
数
の
約
２
割
）

が
交
代
し
ま
す
。
委
員
の
交
代

に
よ
り
、
地
域
住
民
が
戸
惑
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
新
任

委
員
が
円
滑
に
活
動
を
始
め
ら

れ
る
よ
う
に
、
引
き
継
ぎ
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各

地
区
民
児
協
に
お
い
て
は
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
手
順
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
・
共
有

し
、
引
き
継
ぎ
の
徹
底
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

都
民
連
で
は
９
月
～
11
月
を

引
き
継
ぎ
準
備
強
化
月
間
と
位

置
付
け
、
引
き
継
ぎ
の
効
果
的

な
実
施
に
向
け
「
一
斉
改
選
に

伴
う
引
き
継
ぎ
方
針
～
新
た
な

任
期
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
～
」�

を
作
成
・
周
知
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
東
京
版
活
動
強
化
方

策
を
活
用
し
た
総
括
の
方
法
や

ポ
イ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

に
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針

は
７
月
期
常
任
協
議
員
会
で
周

知
し
ま
す
。
併
せ
て
、
全
委
員

に
向
け
た
啓
発
チ
ラ
シ
を
作

成
・
送
付
し
、
各
地
区
の
引
き

継
ぎ
を
支
援
し
ま
す
。

東
京
版
活
動
強
化
方
策
を

用
い
た
今
期
の
総
括
・
棚
卸
し

一
斉
改
選
は
民
生
児
童
委
員

活
動
の
一
つ
の
節
目
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
民
児
協
に
所
属
す

る
全
員
が
３
年
間
の
取
り
組
み

を
振
り
返
り
、
活
動
の
棚
卸

し
（
現
状
把
握
、
評
価
・
点
検
）

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

委
員
個
々
の
棚
卸
し
と
し
て�

は
、
一
人
ひ
と
り
が
委
員
個
人

の
活
動
と
民
児
協
の
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
自
身
の
持

つ
世
帯
情
報
（
ケ
ー
ス
記
録
や

名
簿
等
）
を
整
理
・
更
新
し
ま

す
。
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
守

秘
義
務
の
観
点
か
ら
そ
の
扱
い

に
十
分
留
意
し
、
支
援
が
終
了

し
た
ケ
ー
ス
等
、
不
要
な
情
報

は
適
切
に
処
分
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
前
回
改
選
時
に
は
、

書
類
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け

る
、
事
務
局
で
回
収
す
る
等
の

方
法
を
用
い
た
地
区
が
複
数
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
い
た
方
は
、
保
存

し
て
い
る
個
人
情
報
を
確
実
に

消
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
の
漏
洩
や
紛
失
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す

し
、
守
秘
義
務
は
退
任
後
も
課

せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。「
消
し

た
つ
も
り
」「
破
棄
し
た
つ
も

り
」
に
な
ら
な
い
よ
う
、
デ
ー

タ
の
処
分
方
法
も
含
め
、
事
前

に
民
児
協
内
の
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。民

児
協
単
位
で
は
、
活
動
強

化
方
策
の
５
つ
の
柱
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
活
動
状
況
を
整
理
し
、

各
委
員
が
感
じ
た
成
果
・
課
題

や
活
動
の
経
験
を
話
し
合
う
こ

と
で
、
新
任
委
員
に
伝
え
る
べ

き
事
項
や
次
期
の
活
動
の
方
向

性
が
見
え
て
き
ま
す
。
活
動
分

野
の
偏
り
や
活
動
の
負
担
感
が

大
き
い
場
合
、
ま
た
活
動
し
に
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東京都民生児童委員連合会

民生委員制度創設100周年記念

民生委員制度創設100周年記念
東京版　活動強化方策

東京版
活動強化方策

民
生
委
員
児
童
委
員
信
条

一
　わ
た
く
し
た
ち
は
隣
人
愛
を
も
っ
て

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す

一
　わ
た
く
し
た
ち
は
常
に
地
域
社
会
の

実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す

一
　わ
た
く
し
た
ち
は
誠
意
を
も
っ
て

あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ

自
立
の
援
助
に
努
め
ま
す

一
　わ
た
く
し
た
ち
は
す
べ
て
の
人
々
と
協
力
し

明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す

一
　わ
た
く
し
た
ち
は
常
に
公
正
を
旨
と
し

人
格
と
識
見
の
向
上
に
努
め
ま
す

仲間とつくる 　地域のつながり

引き継ぎ書類・物品一覧（例）
□ 活動記録票
□ ケース記録票（継続中の記録のみ）
□ 生活福祉資金援助記録票（継続中の記録のみ）
□ 地域住民の個人情報（名簿など）
□ 災害時要支援者に関わる資料
□ 活動の心構えや留意点に関する資料
□ 個人情報の取り扱いに関する指針等の資料
□ 個人情報保管バッグ
□ その他、地区民児協において必要と認められた書類

く
い
点
が
あ
れ
ば
、
改
善
を
図

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
組
織
と

し
て
の
棚
卸
し
は
、
各
委
員
の

理
解
と
合
意
に
基
づ
い
た
活
動

方
針
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

個
々
の
活
動
の
継
承

漏
れ
な
く
、
確
実
に
引
き
継
ぐ

新
旧
委
員
間
で
の
引
き
継
ぎ

は
、
書
類
や
物
品
な
ど
の
「
モ

ノ
」
だ
け
で
な
く
、
担
当
区
域

や
世
帯
の
状
況
を
は
じ
め
、
訪

問
の
仕
方
や
地
域
行
事
へ
の
関

わ
り
方
な
ど
の
行
う
べ
き
「
コ

ト
」、
委
員
と
し
て
の
心
構
え

や
や
り
が
い
と
い
っ
た
活
動
に

対
す
る
「
想
い
」
も
引
き
継
ぐ

こ
と
が
大
切
で
す
。
実
際
に
取

り
組
ん
だ
感
想
や
気
付
き
な

ど
「
経
験
」
を
伝
え
る
こ
と
も
、

新
任
委
員
の
活
動
の
糧
と
な
り

ま
す
。

個
別
ケ
ー
ス
の
引
き
継
ぎ
に

お
い
て
は
、
該
当
世
帯
へ
担
当

委
員
の
交
代
と
世
帯
情
報
を
引

き
継
ぐ
旨
を
知
ら
せ
、
了
解
を

得
る
と
と
も
に
、
住
民
、
新
任

委
員
双
方
が
安
心
で
き
る
よ
う
、

同
行
訪
問
に
よ
る
顔
つ
な
ぎ
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
、
委
嘱
を
受
け
た

際
、
ど
ん
な
情
報
が
あ
る
と
不

安
が
軽
減
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

「
活
動
を
行
う
上
で
知
っ
て
い

た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
情
報

は
何
か
」
を
考
え
、
引
き
継
ぎ

を
行
う
こ
と
が
新
任
委
員
の
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
家
に
表
札
が
な
く
分
か
り

に
く
い
」「
日
中
は
不
在
の
た

め
夜
に
し
か
会
え
な
い
」「
訪

問
を
拒
否
し
て
い
る
」
と
い
っ

た
補
足
情
報
の
伝
達
も
必
須
で

す
。
ま
た
、
町
会
・
自
治
会
役

員
を
は
じ
め
、
商
店
、
新
聞
店
、

診
療
所
な
ど
、
地
域
で
活
動
に

協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
団
体
・

地
域
住
民
等
の
紹
介
も
活
動
の

一
助
と
な
り
ま
す
。

前
任
委
員
が
い
な
い
（
欠
員

地
区
）
場
合
に
は
、
そ
の
間
代

替
し
て
い
た
隣
接
地
区
の
委
員

や
会
長
、
行
政
等
が
対
応
し
、

漏
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

民
生
児
童
委
員
の
役
割
や
活

動
は
大
変
幅
広
く
、
一
回
の
引

き
継
ぎ
で
す
べ
て
を
伝
え
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
複
数
回
に

分
け
て
の
実
施
も
一
案
で
す
。

各
民
児
協
で
、
よ
り
良
い
方
法

を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

改
選
直
後
の
新
任
委
員
は
初

め
て
の
民
児
協
活
動
や
住
民
と

の
や
り
と
り
に
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
。
困
っ
た
時
に
い
つ
で

も
相
談
を
受
け
止
め
、
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
民
児
協
と

し
て
の
体
制
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

必
要
に
応
じ
一
定
期
間
は
前
任

委
員
が
協
力
す
る
、「
コ
ー
チ

役
」
と
な
る
先
輩
委
員
を
配
置

す
る
、「
班
体
制
」
を
生
か
し

委
員
同
士
の
支
え
合
い
の
仕
組

み
を
整
え
る
等
の
工
夫
も
有
効

で
す
。

次
期
体
制
へ
の
橋
渡
し

役
員
交
代
時
の
引
き
継
ぎ

民
児
協
の
役
員
が
交
代
す
る

際
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
と
と
も
に
、
民
児
協
の
抱
え

る
課
題
や
今
後
の
展
望
、
民
児

協
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
会
務
の

取
り
ま
と
め
方
法
や
手
順
、
留

意
事
項
等
）
も
引
き
継
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
民
児
協
の

代
表
者
と
し
て
引
き
受
け
て
い

る
関
係
機
関
・
団
体
の
役
職
が

あ
れ
ば
、
後
任
委
員
に
そ
の
役

職
を
受
け
る
意
義
や
必
要
性
を

説
明
し
、
相
手
先
へ
の
連
絡
や

調
整
を
し
て
お
く
こ
と
が
適
当

で
す
。
役
員
と
し
て
培
っ
た
人

脈
や
、
他
団
体
と
の
連
携
体
制

を
継
続
・
発
展
で
き
る
対
応
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
民
生
児
童
委
員
に
は
地
域

福
祉
の
要
と
し
て
の
役
割
が
ま

す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
世
紀
以
上
に
わ
た
る
活
動
の

歴
史
を
紡
ぎ
、
誇
り
を
持
っ
て

活
動
で
き
る
よ
う
、
民
児
協　

一
丸
と
な
っ
て
引
き
継
ぎ
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▲ 個人情報保管バッグ
平成 28 年に民生委員制度創設
100 周年記念事業の一環で作成

▲ 令和４年度会長・副会長研修
総括と引き継ぎをテーマに熱心な
議論が交わされました（６月）。
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コロナ禍以前の子ども食堂「じぃじ
ハウス・ばぁばキッチン」の様子

強化方策
活動紹介

令
和
８
年
ま
で
の
重
点
事
業
で
あ
る
「
東
京
版 

活
動
強
化
方
策
」
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
実
践
活
動

の
参
考
と
な
る
よ
う
、
５
本
の
柱
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東京版 活動強化方策の

支援力を高める
〔個別支援活動の向上〕　

チームで動く
〔班体制の確立〕　

組織を活かす
〔民児協組織の強化〕

子どもを育む
〔児童委員活動の充実〕

地域をむすぶ

地域をむすぶ
〔協働による地域福祉活動〕

本の柱5

1柱

2柱

3柱

5柱

柱

柱

5柱

柱

4

5

地域をむすぶ
地域をつなぐ多世代交流の場

～西荻南きずなサロン～

社会福祉法人と
連携した

子どもの居場所
足立区
第 10地区

杉並区西荻窪・宮前地区
ス
タ
ッ
フ
の
民
生
児
童
委
員
を
含
め
、
参
加
者

同
士
、
地
域
の
話
題
に
花
が
咲
き
ま
す
。

杉
並
区
西
荻
窪
・
宮
前
地
区
で
は
、
多
世

代
が
交
流
を
楽
し
む
「
西
荻
南
き
ず
な
サ
ロ

ン
」
を
コ
ロ
ナ
禍
で
も
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、

大
家
族
の
よ
う
に
触
れ
合
え
る
サ
ロ
ン
で
す
。

場
所
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
「
ま
ち
ナ
カ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
荻
み
な

み
」
で
、
民
生
児
童
委
員
は
賛
助
会
員
・
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
平
成
30
年
開
設
当
初

か
ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
普
段
か
ら
、
社

協
の
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
主
催
の

福
祉
な
ん
で
も
相
談
会
や
父
親
の
子
育
て
応

援
活
動
、
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
な
ど
、
地
域

の
多
様
な
機
関
・
団
体
の
活
動
が
行
わ
れ
、

地
域
活
動
の
大
切
な
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
第
10
地
区
民
児
協
で

は
、
平
成
29
年
に
、
委
員
か
ら

「
高
齢
者
へ
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
児
童
委
員
と
し
て
貧
困
の

子
ど
も
に
何
か
で
き
な
い
か
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
何
度
も
話
し
合
い
、
こ

ど
も
食
堂
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
開
催
場
所
等
の
問
題

が
あ
る
中
、
地
元
で
長
年
福
祉

に
携
わ
っ
て
い
る
社
会
福
祉
法

人
か
ら
し
だ
ね
（
以
下
、
か
ら

し
だ
ね
）
の
力
強
い
協
力
に
よ

り
、
こ
ど
も
食
堂
「
じ
ぃ
じ
ハ

ウ
ス
・
ば
ぁ
ば
キ
ッ
チ
ン
」
を

一
緒
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
毎
月
第
２
土
曜
日

は
、
民
生
児
童
委
員
主
催
、
毎

週
水
曜
日
は
か
ら
し
だ
ね
主
催

と
し
、
バ
ザ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

食
堂
を
続
け
る
中
、
貧
困
対

策
と
し
て
、
食
事
だ
け
で
な
く

学
習
支
援
も
大
切
だ
と
分
か
っ

た
た
め
、
か
ら
し
だ
ね
が
中
心

と
な
り
、
民
生
児
童
委
員
も
協

力
し
、
毎
週
土
曜
日
に
無
料
塾

を
始
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
戸
惑
い
が
あ
り

ま
し
た
が
、「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら

こ
そ
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
保
護

者
か
ら
声
が
あ
が
り
、
水
曜
日

の
食
堂
と
土
曜
日
の
学
習
支
援

は
継
続
し
ま
し
た
（
土
曜
日
の

食
堂
は
休
止
）。

今
年
の
夏
休
み
に
は
、
近
く

の
子
ど
も
に
食
事
を
提
供
す
る

計
画
を
し
て
い
ま
す
。
本
来
の

よ
う
に
、
食
事
を
し
て
遊
べ
る

「
居
場
所
」
に
戻
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
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サロンの魅力

10:00 準備10:20 受付開始10:30 サロン開始

11:30 終了・お見送り

11:45 片付け・反省会

入り口に看板を立て、受付の準備。消毒済みの机と
椅子を間隔を空けて配置します。

参加者は検温・消毒を行い、名簿に
記入し、参加費を受付で払います。

現在はスタッフを
含め、参加者は20
名までに人数制限。

スタッフも
混ざり自由
に会話を楽
しみます

お菓子は個包装で

民生児童委員の
PRパンフレット
を配布

人の温かさを感じられるところが魅力です。
毎回参加してくださる方、たまたま立ち寄ら
れる方など、地域の顔を知る貴重な場所にも
なっています。

（スタッフの皆さん）

　サロンでの出会いをきっかけに民生児童委員に
なっていただいた方もいます。特に新任委員にとって
は、地域の方と顔を合わせてコミュニケーションを取
れる良い機会です。商店街のお店やさまざまな団体
に協力いただき、地域活性化につながっています。

この人
に

聞いた
!

コロナ前の訪問の様子

子どもを育む柱 4

乳児家庭
全戸訪問事業

三
鷹
市
民
児
協
で
は
、
平
成

23
年
か
ら
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
）
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
お

む
ね
生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
を
民
生
児

童
委
員
が
訪
問
し
、
絵
本
と
子

育
て
支
援
情
報
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
を
手
渡
し
、
近
況
を
伺
う

取
り
組
み
で
す
。

訪
問
を
き
っ
か
け
に
外
で

会
っ
た
際
に
声
を
掛
け
合
う
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
た
り
、
心
配

事
を
相
談
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
順
調
に
進
ん
で
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
訪
問
は
一

時
中
止
。
絵
本
等
は
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
で

届
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
１
年
が
過
ぎ
た
頃
、
民
生

児
童
委
員
の
中
か
ら
、
乳
児
家

庭
に
対
し
て
少
し
で
も
で
き
る

こ
と
が
し
た
い
と
い
っ
た
意
見

が
出
た
た
め
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
話
し
合
い
、
感

染
の
落
ち
着
い
た
令
和
３
年
11

月
か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
み
の

訪
問
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
感
染
再
拡
大
に
よ
り
、

残
念
な
が
ら
２
月
ま
で
し
か
実

施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
状
況
に
応
じ
て
徐
々

に
元
の
形
に
戻
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
、

民
生
児
童
委
員
と
親
子
が
笑
顔

で
つ
な
が
れ
る
時
が
楽
し
み
で

す
。

杉並区代表会長

三
み

田
た

 利
とし

春
はる

 さん

三鷹市
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令
和
３
年
度

事
業
報
告
・
決
算

令
和
４
年
５
月
25
日
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
に
て
令

和
４
年
度
第
１
回
協
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報

告
・
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
致
し
ま

す
。
そ
の
他
の
事
業
、
詳
細
に
つ
い
て
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
は
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
地
域
や
仲

間
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
・
継

続
・
発
展
で
き
る
よ
う
、
感
染

状
況
等
に
合
わ
せ
柔
軟
に
民
生

児
童
委
員
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
東
京
版
活
動
強
化

方
策
の
推
進
を
念
頭
に
置
き
、

実
施
方
法
を
工
夫
し
て
各
種
事

業
を
着
実
に
遂
行
し
ま
し
た
。

各
地
区
民
児
協
の

情
報
共
有
・
協
議
の
場
を
提
供

会
議
・
委
員
会
は
可
能
な
限

り
集
合
開
催
と
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
の
際
に
は
事
前
の
資
料

送
付
と
丁
寧
な
案
内

に
よ
り
、
漏
れ
な
く

情
報
を
伝
達
・
共
有

し
・
意
見
交
換
で
き

る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

地
元
活
動
の
検
討
・
実
施
の

参
考
と
な
る
よ
う
、
各
地
区
の

活
動
状
況
や
都
民
連
事
業
の
予

定
を
定
期
的
に
常
任
協
議
員
会

で
報
告
し
た
ほ
か
、
都
民
連
だ

よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
活
動
の
工
夫
を
発
信
・
紹

介
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
都
民
連
部
会
が
動

画
視
聴
形
式
で
の
開
催
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
近
隣

地
区
の
部
会
員
が
、
少
人
数
で

対
面
交
流
で
き
る
よ
う
、
都
民

連
初
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
交
流
会
を

開
催
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

全
て
の
受
託
研
修
を
実
施

令
和
２
年
度
は
や
む
を
得
ず

中
止
と
な
っ
た
研
修
が
複
数
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
は
、

対
象
者
や
実
施
時
期
を
勘
案
し
、

①
集
合
形
式
②
動
画
視
聴
形

式
（
個
々
の
受
講
者
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ�

を
配
布
）③
動
画
配
信
形
式（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
視
聴
）

の
３
つ
の
形
態
を
用
い
て
受
講

機
会
を
確
保
し
ま
し
た
。

動
画
配
信
研

修
で
は
、
受
講�

後
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
方
法
を�

従
来
の
「
紙
面�

で
の
提
出
」
に�

加
え
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
回
答

フ
ォ
ー
ム
」
で

も
可
能
と
し
、
受
講
者
と
各
地

区
民
児
協
事
務
局
の
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
た
普
及
・
啓
発

５
月
の
活
動
強
化

週
間
は
パ
レ
ー
ド
の

開
催
を
見
送
り
、
バ

ス
広
告
を
実
施
し
た

ほ
か
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
の
配
布
グ
ッ
ズ
の

作
製
・
送
付
や
ポ
ス

タ
ー
デ
ー
タ
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。

各
地
区
に
お
い
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
等
で
の
パ
ネ
ル

展
示
や
活
動
紹
介
動
画
の
配
信
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
で
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

通
年
で
は
、
都
民
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
活
用
し
、

広
く
関
係
機
関
や
住
民
に
対
す

る
普
及
・
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
年
度
末
に
は
東
京
都

か
ら
の
新
規
委
託
を
受
け
、
孤

独
・
孤
立
対
策
の
一
環
と
し
て

民
生
児
童
委
員
の
存
在
や
役
割

を
若
年
層
に
向
け
て
発
信
す
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
を
展
開
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の

ご
紹
介

瑞
宝
単
光
章

市
村
靖
子 

様
（
北
　
区
）

田
中
利
幸 

様
（
葛
飾
区
）

筒
井
幸
代 

様
（
文
京
区
）

藍
綬
褒
章

小
野
　
武 

様
（
中
野
区
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
に

岸
田
首
相
と
車
座
対
話

５
月
12
日
、
中
央
区
新
川
児

童
館
で
岸
田
首
相
と
民
生
児
童

委
員
と
の
車
座
対
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
得
能
全
民
児
連
会
長
、

寺
田
都
民
連

会
長
、
鈴
木

中
央
区
民
児

協
会
長
等
と

意
見
交
換
後
、

中
央
区
民
児

協
が
協
力
し

て
い
る
子
育

て
交
流
サ
ロ

ン
を
視
察
し

ま
し
た
。
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キ ラ リ

東 社 協 コーナー
東社協（東京都社会福祉協議会） 

東京の多様性を活かした地域共生社会を一歩前へ
～東社協の新たな中期計画を策定～

社会福祉に関わるさまざまな課題の解決や、福祉サービス
の向上などを目的として、都内の福祉に関わる関係者の幅
広いネットワークづくりを通して、だれもが暮らしやすい
地域社会の実現をめざして活動しています。

中央区民生児童委員

府
ふ

川
かわ

 芳
よし

枝
え

さん

★

町会のお揃いの浴衣姿が爽やか
な府川さんは、江戸時代からの町
人文化が残る中央区で育ち、「町会
や盆踊りが大好き」と微笑みます。
踊りや太鼓を教え合い、一緒に
盆踊り大会に関わることで、地域
のつながりは強まると言います。
例えば町会主催の小さな大会は、
子どもたちの太鼓の晴れ舞台でも
あり、その姿を一目見ようと保護
者やご親戚、先生方が集まり、顔
の見える関係が広がります。さら
にそうした子どもたちが社会人と
なると、中央区を代表する「大江
戸まつり盆踊り大会」で太鼓を披

東社協では、令和４年度からの新たな３カ年に
向け「令和４～６年度東社協中期計画」を策定し
ました。前期計画の目標や取り組みの方向性を継
続し、これまでの成果を踏まえ、「東京の多様性
を活かした“地域共生社会”を一歩前へ」をキャッ
チフレーズに、さらなる取り組み推進に努めます。
今期計画では、新たに長期およびこの３カ年の

「取組みの方向性」を定めました。この方向性に
合致し、到達目標を具体的に設定できる事業の中
から、15本の重点事業を選定しました。
前期計画期間中は社会全体が新型コロナの影響
を大きく受けました。
コロナ禍により、これまで十分把握されていな
かった課題や地域活動の担い手と活動への影響、
情報格差など、さまざまな課題が顕在化していま
す。こうした地域課題を解決するためには、社会
福祉法人の地域ネットワークの機能・活動支援等
を通じ、地域公益活動のより一層の推進が必要で、

また把握した課題を共有し、その解決に向け、社
協・社会福祉法人（の地域ネットワーク）・民生
児童委員（協議会）等の多様な関係者が連携・協
働して解決を目指す取り組みを推進することが、
重点事業の大きな柱となっています。
今期計画の計画期間中は、重点事業を中心に、

総合企画委員会において推進評価を受けながら、
取り組み状況を可視化します。取り組みにあたっ
ては、事業間や部室間の協働を推進し、東社協内
外のネットワークを活かし、必要に応じて新たな
ネットワークをつくることを重視しながら進めて
いきます。
計画の推進には、民生児童委員の皆さまをはじ

め、幅広い関係者のご理解とご協力が不可欠です。
東社協では、地域共生社会づくりに向け、新たな
３カ年も皆さまとともに積極的に取り組みを推進
していきます。

露し、同時に町会の担い手として
も成長していて頼もしい限りとか。
このコロナ禍で、当初は全ての
大会が中止となりましたが、地域
の盆踊り愛は強く、一昨年は青少
年委員会が中心となり「リモート
盆踊り大会」を企画。民踊連盟と
太鼓連盟の協力を得て100名以
上が画面越しにつながり、賑やか
に踊りを楽しみました。また、昨
年は再開を夢見た夏の盆踊りの中

止を受け、11月に地区内の明正
小学校校庭で「ミニ盆踊り大会」
を実施すると、延べ300名近く
の親子や地域の方が集まりました。
また小学校では地域理解教室の授
業も行われ、府川さんは指導員の
お一人として参加し、踊りを教え
たそうです。
普段、地域の方々の相談に乗る
際は、相手の身になって話を聴く
ことを大切にされ、人々の和を
保っている府川さん。近いうちに、
櫓
やぐら

を七重八重に囲む、大きな人々
の輪が見られることを楽しみにし
ています。

盆踊りでつながろう
老若男女の輪！

Yoshie Fukawa

この人
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活動記録

第8回

「 夏 休 み の 子 ど も た ち を 見 守 る 活 動 、
ど う 記 入 す る ？ 」

浴
ゆ か た

衣の歴史

豆知識

　夏祭りや花火大会を華やかに彩る浴
ゆかた

衣。もとは平安時
代の貴族がお風呂に入るときに着ていたものだったこと
をご存じでしょうか？　お風呂といっても、現在のよう
なお湯に浸かるものではなく、当時は蒸し風呂が主流
でした。その時にやけどをしないように着ていた「湯

ゆ

帷
かたびら

子」が起源とされています。
　江戸時代に公衆浴場として銭湯が普及すると、湯上
がりの汗を吸い取るために広く着られるようになり
「浴

ゆかた

衣」の名称も普及しました。その後、風通しが良く
吸汗性にも優れていることから、就寝時の
寝巻きや夏の日常着としても定着。粋を好
んだ江戸の人は、大胆な柄を染め抜いてお
しゃれを楽しむようになったそうです。

あ これれ

夏休みは子どもたちの行動範囲が広がり、さまざまな体験・成長の機会を得られる一方、生活
リズムの乱れが生じたり、犯罪被害に巻き込まれたりする心配があります。学校を通じた見守り
ができないため、多くの民児協が非行防止や健全育成活動等に取り組んでいます。そこで今号では、
夏休みの子どもたちを見守る活動について記入の仕方を確認しましょう。

活動概要　　

相談・支援件数 その他の活動件数 訪問回数 連絡調整回数 活

動

日

数

内

容

分

野

行
事・事
業・

会
議
へ
の

参
加
・
協
力

地
域
福
祉

活
動
・

自
主
活
動

そ
の
他

委
員
相
互

そ
の
他

（２） （３） （8） （9） （10）
①�学校訪問に参加し、情報交
換を行った。 〇
②�学校訪問終了後、不登校気
味のＡちゃんについて、副
校長・担任・主任児童委員
と話し合った。

（6） （18）

③�子ども会主催の夏休みのラ
ジオ体操に参加し、子ども
たちの様子を見守った。

〇

④�夏休み明けの支援として、
Ａちゃんを自宅に迎えに行
き、登校に付き添った。

（13） （18） 〇

【記入のポイント】
 ①⇒学校訪問は、全都統一で民児協と学校との共催事業としているので（３）に記入します。
 ②⇒ 関係機関・団体とケースに関する支援の相談、調整、協議（ケース会議等）を行った場合、「相談・支援件数」

に記入します。また、その場に居合わせた方と連絡調整ができたと捉え、参加者の人数を「連絡調整回数」
に記入します。ここでは学校訪問と同日に話し合っているため、活動日数は記入しません（①②で活動日
数の○は一つ）。

 ③⇒ 他機関主催の事業への協力は「行事・事業・会議への参加・協力（２）」に記入します。
 ④⇒ 個別の児童の登下校の付き添いは、「相談・支援件数」に記入します。内容別は「日常的な支援（13）」、

分野別は「子どもに関すること（18）」が該当します。

・ 編集委員
中西　幸二 （中央区）　 大島　みさ子 （台東区） 
扇　ひでみ （目黒区）　 小島　繁子 （板橋区） 
高橋　恒生 （葛飾区）　 佐伯　栄子 （多摩市） 
永井　紀子 （小金井市） 葛西　正人 （東久留米市）
下田　俊章 （福生市）

・編集協力　下田  和惠（都民連副会長：広報担当）

・ 編集後記
編集委員となって、２年半がたちました。都民連の

方々と直接関わる機会を得て、改めて諸氏の、福祉に
対するあくなき探求心・熱い思い・アンテナの高さを、
日々感じるこのごろです。微力ながら本紙編集作業に
携わり、多くの刺激を得ました。各地域からの編集委
員さんたちとの情報交換なども大切な財産となるで
しょう。

多くの人たちの手により成る毎号の「都民連だより」。 
有効に活用していただけたら幸甚です。

下田俊章

・ 発行 
　東京都民生児童委員連合会

〒 162-0823  新宿区神楽河岸 1-1 セントラルプラザ 4 階
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp 
年 4 回発行　印刷：株式会社ワーナー



本
会
で
は
正
副
会
長
会
や
常
務
委

員
会
を
は
じ
め
、
事
業
の
企
画
・
検

討
を
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

都
民
連
独
自
で
行
う
自
主
研
修
と
、

東
京
都
・
八
王
子
市
か
ら
の
受
託
研

修
、
関
係
機
関
・
団
体
の
主
催
研
修

に
委
員
を
派
遣
す
る
派
遣
研
修
が
あ

り
ま
す
。

全
都
の
委
員
が
円
滑
に
活
動
で
き

る
よ
う
、
各
地
区
民
児
協
と
の
情
報

共
有
・
協
議
の
場
を
設
け
る
と
と
も

に
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
強
化
に

向
け
て
連
絡
・
調
整
を
進
め
ま
し
た
。

①
協
議
員
総
会

〔
２
回
／
う
ち
１
回
は
書
面
決
議
〕

②
常
任
協
議
員
会

　
　
〔�

11
回
／
う
ち
１
回
は
書
面
開
催
、

４
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
〕

　

�　

年
４
回
予
定
し
て
い
た
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
は
、「『
新
し
い
生
活
様
式
』
下

に
お
け
る
地
域
の
様
子
と
新
年
度
の

活
動
に
つ
い
て
」（
４
月
）
と
、「『
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
』
の
取
り
扱

い
の
現
状
と
課
題
」（
12
月
）
を
取

り
上
げ
、
２
回
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

③�

児
童
委
員
、
児
童
相
談
所
、
学
校
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関

①
正
副
会
長
会

〔
12
回
う
ち
１
回
は
臨
時
開
催
〕

②
常
務
委
員
会
〔
11
回
／
う
ち
５
回

は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
〕

③
都
民
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
〔�

４
回
／
書
面
開
催
、
集
合
・
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
開
催
、
集
合
開
催
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
各
１
回
〕

④
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員

係
機
関
に
よ
る
地
区
連
絡
協
議
会

　
〔
32
区
市
町
村
／
う
ち
７
地
区
は
書

面
開
催
、
１
地
区
は
動
画
配
信
〕

④�

区
市
町
村
民
生
児
童
委
員
事
務
担
当

者
連
絡
協
議
会

〔
２
回
／
う
ち
１
回
は
動
画
配
信
〕

⑤
受
章
祝
賀
お
よ
び
歳
末
懇
談
会〔１

回
〕

⑥�

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉

法
人
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
社
協

の
連
携
推
進
の
た
め
の
連
絡
会�

等

　
大
会
宣
言
起
草
委
員
会

　
　
〔
１
回
／
集
合
・
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
開
催
〕

⑤
民
生
児
童
委
員
普
及
・
啓
発
事
業

　
推
進
委
員
会
〔
１
回
〕

⑥
活
動
強
化
方
策
推
進
委
員
会〔
１
回
〕

⑦
都
民
連
監
査
〔
１
回
〕

★
自
主
研
修
★

①
事
項
別
部
会�

〔
３
回
／
動
画
視
聴
〕

②
主
任
児
童
委
員
部
会

〔
３
回
／
動
画
視
聴
〕

　
※
①
②
は
別
途
ブ
ロ
ッ
ク
別
交
流
会

③
都
民
連
役
員
研
修

〔
１
回
／
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
〕

④
常
任
協
議
員
研
修
会

〔
１
回
／
動
画
配
信
〕

⑤
協
議
員
研
修
会

〔
２
回
／
う
ち
１
回
は
資
料
配
布
〕

⑥�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
生
活
福
祉　

資
金
研
修
会
（
東
社
協
と
共
催
）

〔
中
止
・
資
料
配
布
〕

〇
部
会
活
動
推
進
事
業

　

�　

各
地
区
の
部
会
活
動
推
進
の
た
め
、

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

★
受
託
研
修
★

①
新
任
研
修

　
　
〔�

４
・
７
・
10
月
期
の
１
日
目
は

集
合
開
催
、
２
・
３
日
目
は
動

画
視
聴
／
１
月
期
は
３
日
間
と

も
動
画
視
聴
〕

②
現
任
（
１
）
研
修〔１

回
／
動
画
配
信
〕

③
現
任
（
２
）
研
修

�〔
１
回
／
動
画
配
信
〕

④
主
任
児
童
委
員
研
修

〔
１
回
／
動
画
配
信
〕

⑤
会
長
・
副
会
長
研
修

〔
１
回
／
動
画
視
聴
〕

⑥
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

〔
１
回
／
動
画
配
信
〕

⑦
支
庁
研
修�

〔
１
回
／
動
画
視
聴
〕

⑧
支
庁
合
同
研
修〔
１
回
／
動
画
視
聴
〕

⑨
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
研
修

新
任
対
象
〔
２
回
／
動
画
視
聴
〕

現
任
対
象
〔
１
回
／
資
料
配
布
〕

★
派
遣
研
修
★

　

�　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

が
実
施
す
る
研
修
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
縮
小
開
催
、
動
画
視
聴
な
ど

状
況
に
応
じ
た
実
施
方
法
と
な
り
ま

し
た
（
一
部
研
修
は
中
止
）。
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
は
、
縮
小

開
催
と
な
り
、
本
会
か
ら
３
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
研
修
に
つ

い
て
は
、
研
修
動
画
の
視
聴
期
間
・

令
和
３
年
度

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会

　

事
業
報
告
・
決
算

連絡・
　調整

企画・
　運営

研修



支出
94,408,990

（単位 : 円）

（単位 : 円）

（単位 : 円）

収入
94,408,990

都民連会費
55,058,400

人件費
28,309,937

資金収支差額
5,381,994

負担金
26,382,680

積立資産支出
6,000,000

その他の支出
4,043,256

助成金
1,520,000

事務費
5,145,226

事業費
17,625,897

補助金収入
5,832,951

受託金収入
72,284,691事業費支出

46,813,720

人件費支出
22,283,321

事務費支出
1,850,870
拠点区分間繰入金支出

1,123,380
固定資産取得支出
213,400

共同募金
配分金収入
1,000,000

拠点区分間
繰入金収入
2,620,200

助成金支出
3,620,200

事業収入・
負担金収入
32,463,831

その他の収入
1,053,808

支出
3,620,200

収入
3,620,200

支出
72,284,691

収入
72,284,691

①
指
定
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
業

　

�　

今
期
は
八
王
子
、
武
蔵
村
山
市
を

指
定
し
、「
災
害
に
備
え
る
班
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
に
向
け
た
検
討
や
、
班
単
位
の
連

絡
網
の
試
行
等
を
行
い
ま
し
た
。

②
広
報
活
動

・
機
関
紙
「
都
民
連
だ
よ
り
」
の
発
行

・
都
民
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

③
民
生
児
童
委
員
活
動
の
普
及
・
啓
発

④�

民
生
児
童
委
員
活
動
へ
の
相
談
・　

支
援

⑤�

地
区
民
児
協
研
修
用
視
聴
覚
教
材
の

貸
し
出
し

　

�　

施
設
見
学
・
視
察
研
修
が
困
難
な

状
況
を
踏
ま
え
、
各
地
区
で
ご
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
視
聴
覚
教
材
を

新
規
に
購
入
し
、
充
実
を
図
り
ま
し

局
幹
部
職
員
と
の
意
見
交
換
会

〔
１
回
／
書
面
開
催
〕

◆�

第
75
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委

員
大
会
〔
中
止
〕

◆�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事
例
集

の
作
成
・
配
布

◆�

民
生
委
員
児
童
委
員
手
帳
の
作
成
・

配
布

◆�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
実
績
の

集
計
分
析

◆�

民
生
委
員･

児
童
委
員
協
議
会
活
動

実
績
の
集
計
分
析

◆
物
故
民
生
委
員
・
児
童
委
員
弔
慰
等

　

・
都
民
連
弔
慰
（
25
名
）

　

・
追
悼
式
の
挙
行
（
３
３
５
柱
）

◆
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
の
実
施

◆�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
保
険
の

周
知
・
連
絡

◆�

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会

　
懇
話
会
の
運
営
協
力

◆�

財
団
法
人　
東
京
都
民
生
委
員
事
業

協
会
か
ら
の
承
継
事
務

◆
関
係
機
関
・
団
体
へ
の
参
加
協
力

〔
そ
の
他
の
事
業
〕

◆
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　
活
動
強
化
週
間
」
の
取
り
組
み

◆�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
福
祉
保
健

民
生
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充

実
に
向
け
て
各
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。 調査・

研究・
　広報

視
聴
範
囲
を
勘
案
の
上
、
本
会
で
の

視
聴
会
の
開
催
や
各
地
区
へ
の
案

内
・
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

た
（
貸
出
実
績
23
件
）。

⑥�

民
生
児
童
委
員
活
動
資
料
・
情
報　

収
集
と
提
供

⑦
福
祉
関
係
図
書
等
の
斡
旋

都民連運営サービス区分（都民連会費が主財源）
都民連事業の企画・検討を行う各種会議や都民連部会の実施、
機関紙の発行等を行いました。

共同募金配分金
サービス区分

（共同募金からの配分金を
処理する会計）

受領した配分金は、都民連
サービス区分からの繰り出し
と併せ、部会活動助成金に充
当しました。

都民連受託
サービス区分

（東京都からの委託
事業に関する会計）
東京都から委託された
研修や普及・啓発事業
を行いました。


